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本当に神奈川は住みやすいのか
あなたの納めた税金を
「生まれて・育って・住んで良かった」
誇りある神奈川に。
今日より明日はきっといいことがある。
住み続けたい神奈川を目指して。

住み続けたい街
麻生区のために

石川ひろのり

令和2年度約1兆9千億円の一般会計予算成立。
県税の使い方を考える。
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神奈川県新型コロナウイルス対策サイト

  新型コロナ対策
　県は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止等を図るため、国の緊急対応策
を踏まえた対策に加えて、当面、県独自に対応する必要がある対策について、
補正予算 約36億円を講じています。

正確な情報発信で適正に備える
【情報収集の取組み】
　県はホームページで「新型コロナウイルス感染症対策サイト」を開設していま
す。医療機関の状況や県民の皆様からのお問い合わせ状況、外来受診状況などを
把握するため、各機関との連携を通じて情報収集を日々行っています。また、収
集した情報の一部を医療機関や保健福祉事務所、市町村などと共有し相互連携に
つなげ、新型コロナウイルス関連の情報を一元化して、管理・共有できる仕組み
を構築しています。

【情報の提供・支援】
　感染症に関する相談や問い合わせに対応するた
め「新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル」を
設置。そして３月５日には、無料通信アプリ
「LINE」を使った「新型コロナ対策パーソナルサ
ポート」を開設し、個人に合わせた情報提供や、
質問に対して自動回答する仕組みを実施してい
ます。ぜひご活用ください。

▼子ども・子育てへの支援
　約1,375億を配し、県内どこでも「待機児童ゼロ」の達成に向けて、保育士
など子育て支援人材の確保・育成や、幼児期の教育・保育の提供体制の確保・
充実等に取り組むとともに、少子化対策のため、幼児教育・保育の無償化を
実施します。
　また、子どもの貧困、児童虐待、いじめ、ひきこもり等の課題に対応するため、
SNSを活用した相談体制の拡充等を進めるとともに、私立高等学校等生徒学費
補助金の充実を図ります。

＜私立高等学校等生徒学費補助金の充実＞

▼障がい・高齢福祉施策
　福祉先進県かながわの実現に向け、「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念
の普及や、利用者目線に立った津久井やまゆり園の再生に向けた取組みを行う
とともに、障がい児・者の障がい特性等に応じて、意思決定支援をはじめ、そ
の生活を支えるサービスの充実を進めます。 また、障がい児・者の社会参加や
就労、障がいに対する理解促進に取り組むとともに、高齢者への適切な介護
サービスの提供や総合的な認知症施策等を進めていきます。

▼安全で安心して暮らせる神奈川の実現
　約1,183億円の予算を配し、安全で安心して暮らせる「災害に強いかながわ」
を実現するため、近年の台風等による大規模な風水害における課題や教訓を踏
まえ、「神奈川県水防災戦略」に基づき、風水害対策等を計画的に進めます。
　また、交通安全施設整備として約39億円を計上し、道路利用者の交通の
安全と円滑な交通環境を確保するため、道路標示の補修や信号灯器のLED化
など、交通安全施設の整備を更に推進していきます。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

神奈川県議会は2月12日から3月25日（42日間）まで、令和２年第１回定例会が開催されました。この定例会では
新型コロナ対策補正予算も審議されました。昨秋約700億円の財源不足が見込まれ、本県財政は例年以上に厳しい
状況にありましたが、減収補てん債（地方債）の発行や税制調整基金の取り崩しなどで予算確保がなされました。

年収約700万円未満世帯
まで拡大
住民税非課税世帯まで
実質無償化

令和元年度まで

授業料の実質無償化

入学金の実質無償化

年収約590万円未満
世帯を対象

未実施

令和２年度から

令和２年度当初予算の使途の状況

人口 9,201,825人
（2020年１月１日現在 神奈川県人口統計調査）

総務費 38,760円
民生費 31,736円
教育費 43,891円
警察費 21,446円
土木費 11,477円
衛生費 21,599円
その他 37,962円

県民１人当たり
総額

206,871円

令和２年度 一般会計当初予算歳入歳出予算額

県税
1兆2,131億円
（63.7%）

国庫支出金
1,223億円（6.4%）

使用料及び手数料
314億円（1.7%）

地方譲与税
1,597億円（8.4%）

繰入金
531億円（2.8%）

その他
353億円（1.9%）

地方交付税
1,050億円
（5.5％）

県債
1,834億円
（9.6％）

歳入総額
1兆9,035億円
（100.0％）

歳出総額
１兆9,035億円
（100％）

人件費
5,151億円
（27.1%）

介護・医療
・児童関係費
3,983億円
（20.9%）

公債費
2,972億円
（15.6%）

税交付金等
2,808億円
（14.8%）

その他義務的経費
779億円（4.1%）

投資的経費
1,602億円（8.4%）

その他政策的経費
1,737億円（9.1%）

義務的経費
1兆5,696億円
（82.5%）

補正予算額

1億     31万円

14億4,600万円

4億8,899万円

3億1,763万円

主な事業内容
マスク・消毒液の購入等
・児童福祉施設、介護施設等に配布するマスク等の購入
・障害者支援施設等が行うマスク等の購入や消毒に対する補助
生活福祉資金貸付事業費補助
・緊急小口資金等の特例貸付を行う県社会福祉協議会に対する補助
放課後等デイサービス支援事業費補助
・特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイサービスの追加利用への支援
信用保証事業費補助
・特別融資等を受ける際の信用保証料に対する補助を拡充

新型コロナ対策
パーソナルサポート（行政）

県LINE公式アカウント

体調や年齢、持病など状態を
入力していただくとあなたの
状態にあった情報を提供致し
ます。詳細は神奈川県HPで。

新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル　TEL 045-285-0536（受付時間９時から２１時）



活動報告

　２月、麻生区内で毎年恒例の「節
分祭」が高石神社・琴平神社で開催
されました。今年は令和初の「節分
祭」となり、両神社とも多くの方で
賑わっていました。今年も皆さまと
「福は内」の掛け声とともに豆をまか
せていただき、無病息災・五穀豊穣
を願い、病気や災いのない一年が過
ごせるよう祈願しました。このよう
な日本の伝統文化を今後も大切にし
ていってほしいと願います。

高石神社・琴平神社「節分祭」

　２月、麻生市民館で開催された「2020
里山フォーラムin麻生」に伺いました。
麻生区にはいくつかの里山があります
が、多くの皆さまの多種多様な活動に
よって自然が守られています。麻生区の
魅力の一つには、都心に近いながらも
豊かな自然が残る環境があります。会場
では小学生による里山の発表もありま
した。この里地・里山の素晴らしさを次
世代に繋いでほしいと思います。

　３月、新百合21ホールにて開催された
「アルテリッカしんゆり美術展」に伺わせ
ていただきました。今年で12回目を迎え
るこの美術展は、迫力ある絵画や書、いけ
花、写真など麻生区在住の作家の方々の多
くの作品が展示されていました。会場入
口には、川崎市立高等学校第28回合同芸
術祭受賞の油彩作品も展示もあり、麻生、
川崎の美術力を感じる個性あふれる美
術展でした。

アルテリッカしんゆり美術展2020里山フォーラムin麻生

　３月、昨年末にご要望いただいた早野地域の道路標示工事が終了したとの報告を
受け、現場を確認して参りました。この道路は、王禅寺地域から環状４号線につながる
抜け道になっており、交通量も多く、自動車同士の接触事故も起きています。今回、
道路舗装を変えることで事故防止につながることを期待いたします。

早野地域　道路舗装改善
▼

工事前 工事後

石川ひろのり

お名前

ご住所

TELご意見など

再生紙を使用しています。

石川ひろのりの活動への
ご支援（個人献金）のお願い

石川ひろのりの活動にご協力賜りたくご案内させていただきます。なお、寄付は税額控除の対象となりますので、ご相談くださいますようお願い申し上げます。

▼石川裕憲後援会　【郵便局】払込取扱票にて（口座番号 00200-7-52777）　【銀行】三井住友銀行 新百合ヶ丘支店  普通  口座番号 6902358

ボランティアスタッフ募集 石川ひろのり事務所では随時ボランティアスタッフを募集しています。広告用チラシ折り、ポスター掲示、街頭演説のお手伝いなど短時間
でもかまいません。皆様のご支援とご協力をお待ちしています。 ▼連絡先：TEL 044-455-6611

石川ひろのりの活動報告・委員会質問など詳しくはHPまたはFacebookにてご覧いただけます。

石川ひろのりへの
ご意見・ご質問をお待ちしております。

FAX 044-455-6614

1968 年11 月3 日生まれ　横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20 年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に感銘を受け、37 歳で衆議院議員岩國
哲人事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し参議院議員政策秘書を務める。衆議院議員 笠ひろふみ秘書、2015年4月
神奈川県議会議員に初当選。2019年4月22,811票の付託を頂き2期目の当選。麻生区在住。引きこもり支援相談士。
趣　　　味：ジョギング（湘南国際マラソン大会６年連続出場。自己べスト記録 3 時間29 分28 秒）　　家族：妻、子供一人
好きな言葉：「石の上にも３年」初めて社会人になる時に父親から言われ「どんなに苦しくても耐えること。そこで初めて全体が見える」という言葉を今でも

忘れない。

プロフィール

文教常任委員会にて質疑
「小中高生の可能性を広げる学校の場を」 2020年４月３日

『新型コロナ対策など令和２年度予算。県税の使い方を考える』

県政報告（タウンニュース掲載）

徹底的に
現場主義

国が進める「児童生徒１人１台コンピュー
タ」施策、いわゆる「GIGAスクール構想」
について、令和５年度までに、各市町村教
育委員会がICT環境整備に向け進めるとし
ている。県内市町村の財政力の違いで整備
状況に差が出ないかを懸念をしている。

今回、LAN整備については２分の１、端末
整備については１台当たり4.5万円上限で
国庫補助がある。それによって市町村間の
財政力の違い等の課題が全てクリアし切れ
るわけではないと認識しているが、端末は、
国庫補助内4.5万円の機器が用意される状
況である。

端末導入後の更新費用や保守などの維持
費、環境整備費用はどのようになるのか。

維持費は国庫補助の対象となっていない。
県教育委員会として、今後発生が見込まれ
る更新費用や維持費についても補助対象と
するよう国に要望していく。

端末導入後、教員側への指導と、授業の在
り方など指針は検討されているのか。

現在、具体的な指針を県教育委員会として
作成する予定はない。しかし、将来の授業
の在り方や教員研修については、非常に大
切な点と考えている。教員がICTを活用す
ることが目的になり過ぎてはいけないと考
え、基本的には教員と子どものやり取り、
子どもが個別に進められる個別学習、子ど
も同士の協働などが授業の中でうまく組み
合わさることが基本と考える。今後、効果
的かつ効率的に授業を進めるための研修を、
市町村教育委員会と検討しながら充実させ
ていく。

今後PC端末は鉛筆やノートと並ぶマスト
アイテムとなると考える。市町村教育委員
会と連携を取り、将来の使い方をしっかり
想定し小中高生の可能性を広げる学校の
場となるよう、教員指導、授業の在り方を
含め検討されるよう要望する。
…………………………………………………
他、専門高校の在り方・県立高校の定員の在
り方・教職員採用についてなど質問しまし
た。詳しくはホームページをご覧ください。

子ども教育支援課長

子ども教育支援課長

子ども教育支援課長

石川

石川

石川

石川

創造性を育む教育ICT環境の実現
に向けた「GIGAスクール構想」


